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 要  旨 
１．研究の目的： 
Web上での探求型の学習活動においてソーシャルブックマークを活用することによって、 
新たな知識の発見を促すレコメンデーションによる学習支援を行うことを目的とする。ソーシャ
ルブックマークにおけるタグ付けによる分類と個々の分類体系に着目し、本研究では、ソーシャ
ルブックマークを活用した環境において、学習者は興味、目的の対象となるWebページをブック
マークする際に意味情報を付加したタグを登録し、共有する。システムは、このタグ情報とブッ
クマークしたWebページの重要語に基づき学習者の知識構造を推定し、個々の学習者に適応した
Webページおよび学習者を推薦することによって支援を行う。 
２．研究内容： 
（１）ソーシャルブックマークを活用した学習 
  ソーシャルブックマークを活用した学習環境において、検索、閲覧、ブックマーク（分類・ 
整理）を繰り返す学習サイクルを想定している。学習者は閲覧したWebページをブックマーク 
する際に意味情報を付加したタグを登録し、共有する。 
（２）知識構造の構築 
・ドメイン知識構造の構築 
入力された検索キーワード（タグ）を基点としたドメイン知識構造をWikipediaとソーシャ 
ルブックマークに基づいて構築する。タグと関連する語彙および語彙間の関連度の計算は、中 
山らのWikipediaマイニングの技術を用いる。語彙をノードとしWikipediaのダンプデータか 
ら得られたリンクからドメイン知識構造を構築する。 
・学習者知識構造の構築 
ブックマークしたWebページの重要語を抽出し、タグと関連度の高い重要語に基づき学習者 
の知識構造を構築する。タグと重要語間の関連度はWikipediaから算出した結果を使用する。 
（３）ソーシャルブックマークを活用した学習支援システム 
ドメイン知識構造と学習者知識構造をオーバーレイすることによって、学習者が未獲得の知 
識を推定し、これに基づくWebページのレコメンデーションによる支援を行う。さらに、学習 
者の特性に基づきエキスパート（上級者）とフレンド（類似学習者）のレコメンデーションを 
行う。 
 
